
理工学研究科　博士課程前期課程・博士課程後期課程

研究科 専攻 課程 科目名 入試方式 年度 ページ

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 口述試験 学内推薦入学試験 2026 1

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 専門科目（数学、情報） 学内選考入学試験（自学科生対象） 2026 2

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 口述試験 学内選考入学試験（自学科生対象） 2026 6

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 専門科目（数学、情報） 学内選考入学試験（他学科生対象） 2026 7

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 口述試験 学内選考入学試験（他学科生対象） 2026 11

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 専門科目（数学、情報） 一般入学試験（夏季） 2026 12

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 口述試験 一般入学試験（夏季） 2026 20

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 論文審査 外国人留学生入学試験 2026 21

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 専門科目（数学、情報） 外国人留学生入学試験 2026 22

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 口述試験 外国人留学生入学試験 2026 30

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 専門科目（数学、情報） 一般入学試験（春季） 2026 31

理工学 ビジネスデータサイエンス 博士前期 口述試験 一般入学試験（春季） 2026 38



 

「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

⼊試⽅式 学内推薦⼊学試験 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。 
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「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

入学年度

研究科

課程

専攻

入試方式

試験科目

出題の意図

解答または解答例

2026 年度入試

理工学研究科

博士課程前期課程

ビジネスデー タサイエンス専攻

学内選考入学試験（自学科生対象）

専門科目

数学（大問Ⅰ、Ⅱ) 

・アドミッションポリシーをベー スにし、微分積分，確率統計の基本的な知識を問う．

1解答

(l)cos(ex'+ log x)(ex'(5x4) + 1/x) (2) cos(eふ. +yり(5yり
(3)x = y = 2のとき ， 最小値1 (4) 一次従属 (5)a = 0, ±2
(6) 8, I /2, 32, 50

II.解答l

P(X = k) =240 Ck(2/3t(J /3)200-k （゜；；； K ；；； 200), E(X) =竿 ， V(X) =苧 ， E(3x) = (!)200 

2 E（ふ＋ ・ · • + X,,) = nµ, V（ふ＋ ・ · • + X,,) = 5n, lim,,→OO 対＋
I

I +X'; =5 + µ2 

2



「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 学内選考入学試験（自学科生対象） 

試験科目 
専門科目 

情報（大問Ⅲ） 

出題の意図 

 
大問Ⅲでは、リレーショナルデータベース言語（SQL）に関する実践的な知識を問う。 

解答または解答例 
【解答例と採点方針】 
・配点：１．～５．は 8点×5 問＝40 点 ６．は 10 点 合計 50 点 
・句単位で出来ている部分については、出来ている割合に応じて部分点を与える。 
・模範解答と異なる記述であっても、同一の結果が導出されるものは正解とする。 
 
１． 「データサイエンス学科」志望の全受験生の受験番号と氏名を、受験番号の昇順

に表示せよ。 
SELECT 受験番号, 氏名 
FROM 受験生 
WHERE 志望学科 = 'データサイエンス学科' 
ORDER BY 受験番号 ASC; 
 
２． 全受験生の英語、数学、理科の平均得点を求めよ。 
SELECT 
    AVG(英語) AS 英語平均点, 
    AVG(数学) AS 数学平均点, 
    AVG(理科) AS 理科平均点 
FROM 得点; 
 
３． 各学科を志望する受験生の人数を、志望学科ごとに求めよ。 
SELECT 志望学科, COUNT(*) AS 受験生数 
FROM 受験生 
GROUP BY 志望学科; 
 
４． 「理科選択」で指定した科目が、志望学科の理科の選択可能科目と異なる受験生

の全データを求め、ビュー「無効受験生」として定義せよ。 
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CREATE VIEW 無効受験生 AS 
SELECT * 
FROM 受験生 u 
WHERE NOT EXISTS ( 
    SELECT * 
    FROM 理科の選択可能科目 r 
    WHERE r.学科 = u.志望学科 
      AND r.科目 = u.理科選択 
); 
 
５． 「データサイエンス学科」志望の受験生で英語、数学、理科の合計得点が 240 点

以上の学生の全データを求め、ビュー「データサイエンス学科合格者」として定

義せよ。 
CREATE VIEW データサイエンス学科合格者 AS 
SELECT u.* 
FROM 受験生 u 
JOIN 得点 t 
  ON u.受験番号 = t.受験番号 
WHERE u.志望学科 = 'データサイエンス学科' 
  AND (t.英語 + t.数学 + t.理科) >= 240; 
 
６． リレーション「受験生」と「得点」の間には「受験生が入試を受けて得点する」

という関係がある。この関係を ER 図で表現せよ。ただし、キーには下線をつけ

るとともに、多重度を適切に表現せよ。作図の際は Peter Chen 記法、IDEF1X 
(Integration Definition)記法、IE (Information Engineering)記法のいずれかを

用いること。 

受験生 

  受験番号 
  氏名 
  志望学科 
  理科選択 
        | 
        | 1 
        |「受験する」（「得点する」なども可） 
        | 1 
        | 

得点 

  受験番号 
  英語 
  数学 
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  理科 

エンティティ
受験生（主キー：受験番号）
得点（主キー：受験番号）

リレーション
関係名：「受験する」「得点する」など

多重度 
受験生 1 —— 1 得点 
（1人の受験生は 1回受験し、得点は一意に対応） 

得点の受験番号は 受験生の受験番号を参照する外部キー
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

⼊試⽅式 学内選考⼊学試験（⾃学科⽣対象） 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。 
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「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

入学年度

研究科

課程

専攻

入試方式

試験科目

出題の意図

解答または解答例

2026 年度入試

理工学研究科

博士課程前期課程

ビジネスデー タサイエンス専攻

学内選考入学試験（他学科生対象）

専門科目

数学（大問Ⅰ、Ⅱ) 

・アドミッションポリシーをベー スにし、微分積分，確率統計の基本的な知識を問う．

1解答

(l)cos(ex'+ log x)(ex'(5x4) + 1/x) (2) cos(eふ. +yり(5yり
(3)x = y = 2のとき ， 最小値1 (4) 一次従属 (5)a = 0, ±2
(6) 8, I /2, 32, 50

II.解答l

P(X = k) =240 Ck(2/3t(J /3)200-k （゜；；； K ；；； 200), E(X) =竿 ， V(X) =苧 ， E(3x) = (!)200 

2 E（ふ＋ ・ · • + X,,) = nµ, V（ふ＋ ・ · • + X,,) = 5n, lim,,→OO 対＋
I

I +X'; =5 + µ2 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 学内選考入学試験（他学科生対象） 

試験科目 
専門科目 

情報（大問Ⅲ） 

出題の意図 

 
大問Ⅲでは、リレーショナルデータベース言語（SQL）に関する実践的な知識を問う。 

解答または解答例 
【解答例と採点方針】 
・配点：１．～５．は 8点×5 問＝40 点 ６．は 10 点 合計 50 点 
・句単位で出来ている部分については、出来ている割合に応じて部分点を与える。 
・模範解答と異なる記述であっても、同一の結果が導出されるものは正解とする。 
 
１． 「データサイエンス学科」志望の全受験生の受験番号と氏名を、受験番号の昇順

に表示せよ。 
SELECT 受験番号, 氏名 
FROM 受験生 
WHERE 志望学科 = 'データサイエンス学科' 
ORDER BY 受験番号 ASC; 
 
２． 全受験生の英語、数学、理科の平均得点を求めよ。 
SELECT 
    AVG(英語) AS 英語平均点, 
    AVG(数学) AS 数学平均点, 
    AVG(理科) AS 理科平均点 
FROM 得点; 
 
３． 各学科を志望する受験生の人数を、志望学科ごとに求めよ。 
SELECT 志望学科, COUNT(*) AS 受験生数 
FROM 受験生 
GROUP BY 志望学科; 
 
４． 「理科選択」で指定した科目が、志望学科の理科の選択可能科目と異なる受験生

の全データを求め、ビュー「無効受験生」として定義せよ。 
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CREATE VIEW 無効受験生 AS 
SELECT * 
FROM 受験生 u 
WHERE NOT EXISTS ( 
    SELECT * 
    FROM 理科の選択可能科目 r 
    WHERE r.学科 = u.志望学科 
      AND r.科目 = u.理科選択 
); 
 
５． 「データサイエンス学科」志望の受験生で英語、数学、理科の合計得点が 240 点

以上の学生の全データを求め、ビュー「データサイエンス学科合格者」として定

義せよ。 
CREATE VIEW データサイエンス学科合格者 AS 
SELECT u.* 
FROM 受験生 u 
JOIN 得点 t 
  ON u.受験番号 = t.受験番号 
WHERE u.志望学科 = 'データサイエンス学科' 
  AND (t.英語 + t.数学 + t.理科) >= 240; 
 
６． リレーション「受験生」と「得点」の間には「受験生が入試を受けて得点する」

という関係がある。この関係を ER 図で表現せよ。ただし、キーには下線をつけ

るとともに、多重度を適切に表現せよ。作図の際は Peter Chen 記法、IDEF1X 
(Integration Definition)記法、IE (Information Engineering)記法のいずれかを

用いること。 

受験生 

  受験番号 
  氏名 
  志望学科 
  理科選択 
        | 
        | 1 
        |「受験する」（「得点する」なども可） 
        | 1 
        | 

得点 

  受験番号 
  英語 
  数学 
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  理科 

エンティティ
受験生（主キー：受験番号）
得点（主キー：受験番号）

リレーション
関係名：「受験する」「得点する」など

多重度 
受験生 1 —— 1 得点 
（1人の受験生は 1回受験し、得点は一意に対応） 

得点の受験番号は 受験生の受験番号を参照する外部キー
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

⼊試⽅式 学内選考⼊学試験（他学科⽣対象） 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。
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中央大学大学院理工学研究科 2026年度入学試験 【出題の意図】

試験方式 一般入学試験（夏季）

課程 博士課程前期課程

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻

※本件についての質問・ 照会には、 個別に回答することはいたしません。

アドミッションポリシー に基づき、 デー タサイエンスの諸分野に関して研究を進めることができる基

礎的な学力を有しているかどうか、 を評価します。

各問題については、 以下のような観点から出題しています。

専門科目　数学（大問Ⅰ）
デー タサイエンスの理解に必要な線形代数を中心とした数学の基礎事項の理解を問うという観点から

出題しています。

専門科目　数学（大問Ⅱ）
デ ー タサイエンスの理解に必要な微分積分の基礎学力を問うという観点から出題しています。

専門科目　数学（大問Ⅲ）
データサイエンスの理解に必要な確率の基礎学力を問うという観点から出題しています。

専門科目　数学（大問Ⅳ）

デー タサイエンスの理解に必要な統計学の基礎学力を問うという観点から出題しています。

専門科目　情報（大問Ⅴ）
確率論における基本的な離散分布である二項分布の理解と、それをPythonプログラムによって正確に

計算・表示する力を問うという観点から出題しています。

専門科目　情報（大問Ⅵ）
リレ ーショナルデー タベ ー ス言語 (SQL) に関する実践的な知識を問うという観点から出題していま

す。
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

⼊試⽅式 ⼀般⼊学試験（夏季） 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。 
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「評価の視点」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 論文審査 

評価の視点 
 
アドミッションポリシーにあるように、本専攻では、1．データサイエンスの諸分野
に関して研究を進めることができる基礎的な学力を有すること、2．データサイエン
スに関する高度な専門知識を積極的に学習する意欲があり、企業や組織の経営上の
諸問題への強い関心を持ちそれらの解決に寄与することを志願すること、3．先端的
な研究課題に能動的に取組み、企業や研究機関等で活躍できる研究者や専門家とな
ることを希望すること、4．エンジニア、研究者、実務家としてグローバル対応力を
持ち、世界の第一線で活躍することを志願すること、を志願者に求めている。 
 
論文審査では、大学理工系学部卒業程度の基礎学力を持ち、専門分野における知識
と応用力を備えているかどうかを知識の量や確かさ、文章が論理的な構成になって
いるか、適切な表現を用いているか等の視点から評価する。 

※①試験問題、②解答又は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

数学（大問Ⅰ） 

出題の意図 

データサイエンスを学ぶ上で必要な線形代数を中心とした数学の基礎知識の定着を問う 

解答または解答例 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

数学（大問 II） 

出題の意図 

データサイエンス研究に必要な数学知識（微分積分）を確認すること 

解答または解答例 1. 

1-1. 𝑓𝑓′(𝑥𝑥) = 𝑥𝑥ln(2𝑥𝑥) 2 ln𝑥𝑥+ln2
𝑥𝑥

，𝑓𝑓′′(𝑥𝑥) = 𝑥𝑥ln(2𝑥𝑥)

𝑥𝑥2 {(2 ln 𝑥𝑥 + ln 2)2 − (2 ln 𝑥𝑥 + ln 2) + 2} 

1-2. 最小値は 𝑥𝑥 = 1
√2

 の時，𝑒𝑒−�
ln2
2 �

2

．グラフの概形は省略． 

 

2. 𝑥𝑥
2(1−𝑥𝑥2) + 1

4
ln 1+𝑥𝑥

1−𝑥𝑥
+ 𝐶𝐶 （𝐶𝐶は積分定数） 
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研究科

課程

専攻

入試方式

試験科目

出題の意図

解答または解答例

「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

　　　　　　　　　　入学年度 2026 年度入試

理工学研究科

博士課程前期課程

ビジネスデー タサイエンス専攻

外国人留学生入学試験

専門科目

数学（大問皿）

・アドミッションポリシーをベースにし， 確率， 特に確率分布の基本的知識を問う．

Ill.解答l

P(X = k) =24o Ck(l/2)240 (0 � k � 240), E(X) = 120, P(X > O) = I - (I /2f40, E(2x) = <Y40 

2 Fx(x) = l - e―3-' (x > 0), E(X) = l /3, £(5-x) = 3+i与 F炉 (x) = l - e
―3 vx (x > 0) 

知x) ＝ 点e―3 、斥 (x > 0), F 111ax(x.n(x) = ( l - e―3.\
・
戸 (x > 0) 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

数学（大問 IV） 

出題の意図 

 
統計学の基礎力を問う。 

解答または解答例 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

情報（大問 V） 

出題の意図 

 
 
Python による数値計算の基礎学力を問うという観点から出題している。  

解答または解答例 
１. 

def sqrt_step(s, x): 

    if not (s > 0 and x > 0): return -1 

    return 0.5 * (x + s / x) 

 

2. 

def sqrt_iter(s, x0, k): 

    if not (s > 0 and x0 > 0 and isinstance(k, int) and k > 0): return -1 

    x = x0 

    for _ in range(k): 

        x = sqrt_step(s, x) 

        if x == -1: return -1 

    return x 

 

3. 

def sqrt_tol(s, x0, tol=1e-12, max_iter=1000): 

    if not (s > 0 and x0 > 0 and tol > 0 and max_iter > 0):return -1 

    prev = x0 

    for k in range(1, max_iter + 1): 

        cur = sqrt_iter(s, x0, k) 

        if cur == -1: return -1 

        if abs(cur - prev) < tol: return cur 

        prev = cur 

    return -1  
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 外国人留学生入学試験 

試験科目 
専門科目 

情報（大問Ⅵ） 

出題の意図 

 
大問Ⅵでは、リレーショナルデータベース言語（SQL）に関する実践的な知識を問う。 

解答または解答例 
【解答例と採点方針】 
・配点：1 問 5 点×5 問＝25点 
・解答例は実際に動作確認をおこなったもの。問題文では「学生」など表や属性を日本語
で提示しているため、模範解答で利用した語と置き換えて照合し採点する。 
・句単位で出来ている部分については、出来ている割合に応じて部分点を与える。 
・模範解答と異なる記述であっても、同一の結果が導出されるものは正解とする。 
 
表の定義 
-- 学生 
CREATE TABLE Students ( 
    student_id INT PRIMARY KEY, 
    student_name VARCHAR(50) NOT NULL, 
    department VARCHAR(50) NOT NULL, 
    enrollment_year INT NOT NULL 
); 
 
-- 科目 
CREATE TABLE Courses ( 
    course_id CHAR(5) PRIMARY KEY, 
    course_name VARCHAR(100) NOT NULL, 
    credits INT NOT NULL, 
    instructor VARCHAR(50) 
); 
-- 履修 
CREATE TABLE Enrollments ( 
    enrollment_id INT PRIMARY KEY, 
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    student_id INT NOT NULL, 
    course_id CHAR(5) NOT NULL, 
    semester VARCHAR(10), 
    grade CHAR(1), 
    FOREIGN KEY (student_id) REFERENCES Students(student_id), 
    FOREIGN KEY (course_id) REFERENCES Courses(course_id) 
); 
 
-- 学部 
CREATE TABLE Departments ( 
    department VARCHAR(50) PRIMARY KEY, 
    faculty_office VARCHAR(50) 
); 
 
１． 全ての学生の名前と所属学部を表示せよ。 
SELECT student_name, department 
FROM Students; 
 
２． 経済学部に所属する学生の名前と入学年度を求めよ。 
SELECT student_name, enrollment_year 
FROM Students 
WHERE department = '経済学部'; 
 
３． 各履修番号について、学生名、科目名、成績を表示せよ。 
 
SELECT  
    s.student_name, 
    c.course_name, 
    e.grade 
FROM Enrollments e 
JOIN Students s ON e.student_id = s.student_id 
JOIN Courses c ON e.course_id = c.course_id; 
 
４． 各学生ごとに、履修した科目数と平均成績を求めよ。ただし、平均成績は、A=4, 

B=3, C=2, D=1 として平均を算出したものとする。 
 
SELECT  
    s.student_name, 
    COUNT(e.course_id) AS course_count, 
    AVG( 
        CASE e.grade 
            WHEN 'A' THEN 4 
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            WHEN 'B' THEN 3 
            WHEN 'C' THEN 2 
            WHEN 'D' THEN 1 
            ELSE 0 
        END 
    ) AS average_grade_point 
FROM Students s 
JOIN Enrollments e ON s.student_id = e.student_id 
GROUP BY s.student_name; 
 
５． 各学生について、学生名、学部、履修した科目名、担当講師、開講学期、成績を

求め「学生の履修情報まとめ」として定義せよ。 
 
CREATE VIEW StudentCourseView AS 
SELECT  
    s.student_name, 
    s.department, 
    c.course_name, 
    c.instructor, 
    e.semester, 
    e.grade 
FROM Students s 
JOIN Enrollments e ON s.student_id = e.student_id 
JOIN Courses c ON e.course_id = c.course_id 
JOIN Departments d ON s.department = d.department; 
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

⼊試⽅式 外国⼈留学⽣⼊学試験 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 一般入学試験（春季） 

試験科目 
専門科目 

数学（大問Ⅰ） 

出題の意図 

データサイエンスを学ぶ上で必要な線形代数を中心とした数学の基礎知識の定着を
問う 

解答または解答例 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 一般入学試験（春季） 

試験科目 
専門科目 

数学（大問 II） 

出題の意図 データサイエンス研究及びそのための各技法の理解に必要な微積分の知識を確認す
ること 

解答または解答例 
1. 

d𝑦𝑦
d𝑥𝑥

= −
𝑦𝑦 sin𝑥𝑥 + 𝑥𝑥𝑥𝑥 cos𝑥𝑥 + sin(𝑥𝑥 + 𝑦𝑦)

sin(𝑥𝑥 + 𝑦𝑦) + 𝑥𝑥 sin𝑥𝑥
 

 
2-1. 略 
 
2-2. 略 
 
2-3. 

1
2

+
√2 �𝑒𝑒

3𝜋𝜋
4 + 1

2 𝑒𝑒
7𝜋𝜋
4 �

𝑒𝑒2𝜋𝜋 − 1
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「解答または解答例」 ・ 「出題の意図」

入学年度

研究科

課程

専攻

入試方式

試験科目

出題の意図

解答または解答例

2026 年度入試

理工学研究科

博士課程前期課程

ビジネスデー タサイエンス専攻

一般入学試験（春季）

専門科目

数学（大問皿）

・アドミッションポリシーをベースにし，確率，特に確率分布の基本的な知識を問う．

III.解答］

P(X= k) ＝ 筐（k � 0), E(X) = 5, E(2x) = es

2 Fx(x) = 1 -e-sx (x > 0), E(X) = l/5, E(Y) = �

；；�ax(X,J,(X) = 5e―Sx(l -(3x + 1)e-3X) + (1 -e―Sx)9xe―3x (x > 0)
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 一般入学試験（春季） 

試験科目 
専門科目 

数学（大問 IV） 

出題の意図 

 
統計学の基礎力を問う。 

解答または解答例 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 一般入学試験（春季） 

試験科目 
専門科目 

情報（大問 V） 

出題の意図 

 
Python による数値計算の基礎学力を問うという観点から出題している。  

解答または解答例 
1. 

def factorial(n): 

    try: 

        n_int = int(n)         # 整数に変換できるか？ 

    except Exception: 

        print("ValueError"); return None 

    if n_int != n or n_int < 0:  # 元の値と一致しない（非整数）or 負 

        print("ValueError"); return None 

    ans = 1 

    for k in range(2, n_int + 1): 

        ans *= k 

    return ans 

 

2. 

def exp_taylor(x, n_terms): 

    try: 

        n_int = int(n_terms) 

    except Exception: 

        print("ValueError"); return None 

    if n_int != n_terms or n_int < 0: 

        print("ValueError"); return None 

 

    s = 1.0     # k=0 の項 

    term = 1.0 

    for k in range(1, n_int + 1): 

        term *= x / k      # 直前の項から更新（x^k / k!） 
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  s += term 

    return s 

3. 

s_vals = [-1, 0, 1, 2] 

true_val = 2.71828 

for x in s_vals: 

    approx = exp_taylor(x, 10) 

    print(abs(approx - true_val)) 
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「解答または解答例」・「出題の意図」 
入学年度 2026年度入試 

研究科 理工学研究科 

課程 博士課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

入試方式 一般入学試験（春季） 

試験科目 
専門科目 

情報（大問 VI） 

出題の意図 

リレーショナルデータベース言語（SQL）に関する実践的な知識を問う。  

解答または解答例 
1. SELECT ISBN, 書名 FROM 書籍 WHERE 価格 >= 3000; 

2. SELECT COUNT(*) FROM 書籍 WHERE ジャンル = '技術書'; 

3. SELECT AVG(売上個数 ) FROM 書籍 , 売上  WHERE 書籍 .ISBN = 売

上.ISBN AND 出版社名 = '技術書院'; 

4. CREATE VIEW 高額書籍リスト AS SELECT ISBN, 書名, 価格 FROM 書籍 

WHERE 価格 >= 4000; 

5. SELECT ISBN, 書名 FROM 書籍 WHERE ジャンル = '技術書' AND 出版

社名 IN (SELECT 出版社名 FROM 出版社 WHERE 本社所在地 = '東京

都');  
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「評価の視点」 
⼊学年度 2026 年度⼊試 

研究科 理⼯学研究科 

課程 博⼠課程前期課程 

専攻 ビジネスデータサイエンス専攻 

⼊試⽅式 ⼀般⼊学試験（春季） 

試験科⽬ ⼝述試験 

評価の視点 
 理⼯学研究科のアドミッションポリシーに基づき、⼤学理⼯系学部卒業程度の基
礎学⼒を持ち、専⾨分野における知識と応⽤⼒を備えているかを評価します。 
 また、学部卒業⽔準以上のコミュニケーション⼒、問題解決⼒、知識獲得⼒、組
織的⾏動能⼒、創造⼒、⾃⼰実現⼒、多様性創発⼒、ならびに 専⾨性を発揮してお
り、⼊学後も⾃らそれらを向上させる意志を有しているかを評価します。 

※①試験問題、②解答⼜は解答例、③出題の意図の要素を含むものとして「評価の視点」を公表します。
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